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Abstract: Japanese dialects are full of variety in accent systems. Why did such rich variation 
develop? There are two opinions about it. One is that these variations developed because the Heian 
Period Kyoto accent spread outward long ago, and changed respectively in each place. Another is 
that Japanese was at ﬁrst a language with no accent distinctions. However complex accent system 
appeared in Kyoto, and accent distinctions developed in each place under that inﬂuence. But both 
opinions focus on only superﬁcial phenomena, and lack consideration of distinctive features. So in 
this paper, I investigate how various accent systems develop by considering the distinctive features 
























































































































































































































































































































































































































































H○┐ ○ ＝　H○┐ ○
　　　　３類（山・犬）　L○○」
　　　　４類（松・笠）　L○」○ ＝　L○」○ ＞　L○○




　　　　４類（頭・男）　L○○○」  　　H○┐ ○○
　　　　５類（命・心）　L○○」○ ＞　H○┐ ○○
　　　　６類（兎・狐）　L○」○○ ＝　L○」○○ ＞　L○○○






















































２拍名詞１類　　 （庭・鳥）　　H○○ ＝　H○○ ＞　○○




３拍名詞１類　　 （形・車）　　H○○○ ＝　H○○○ ＞　○○○
　　　　２・４類（小豆・男）　H○○┐ ○ ＞　H○○○┐   ＞　○○○┐
　　　　５類　　 （命・心）　　H○┐ ○○ ＞　H○○┐ ○ ＞　○○┐ ○
　　　　６類　　 （兎・狐）　　L○」○○ ＞　L○○」○ ＞　○○○















































〈T1〉○○○┐ 　〈T2〉○○○┐ 　 
（a1）トーンの消失
　　○○○┐
〈T1〉○○┐ ○　〈T2〉○○┐ ○　　　　　　　　　　　　○○┐ ○
〈T1〉○┐ ○○　〈T2〉○┐ ○○　　　　　　　　　　　　○┐ ○○







































The Formation of Various Accent Systems in Japanese
木部 暢子
KIBE  Nobuko
35
木部暢子（2000）『西南部九州二型アクセントの研究』東京：勉誠出版．
木部暢子（2002a）「比較方言学」日本方言研究会（編）『21世紀の方言学』101－113．東京：国書刊行会．
木部暢子（2002b）「方言のアクセント」江端義夫（編）『朝倉日本語講座10　方言』50－67．東京：朝倉
書店．
金田一春彦（1937）「現代諸方言の比較から観た平安朝アクセント」『方言』7（6）：1－43．
金田一春彦（1954）「東西両アクセントの違いができるまで」『文学』22（8）（金田一1975に再録，49－81）．
金田一春彦（1960）「国語のアクセントの時代的変遷」『国語と国文学』37（10）：28－46．
金田一春彦（1962）「方言と方言学」国語学会（編）『方言学概説』東京：武蔵野書院（金田一1977aに再録，
3－24）．
金田一春彦（1974）『国語アクセントの史的研究　原理と方法』東京：塙書房．
金田一春彦（1975）『日本の方言』東京：教育出版．
金田一春彦（1977a）『日本語方言の研究』東京：東京堂出版．
金田一春彦（1977b）「アクセントの分布と変遷」『岩波講座日本語11　方言』129－180．東京：岩波書店．
金田一春彦（監修）・秋永一枝（編）（2001）『新明解日本語アクセント辞典』東京：三省堂．
中井幸比古（1996）「京都アクセントにおける式保存について」平山輝男博士米寿記念会（編）『日本語
研究諸領域の視点』下巻：1015－1055．東京：明治書院．
中井幸比古（2003）「アクセントの変遷」上野善道（編）『朝倉日本語講座3　音声・音韻』85－108．東京：
朝倉書店．
奥村三雄（1975）「方言区画」『シンポジウム日本語5　日本語の方言』213－290．東京：学生社．
奥村三雄（1990）『方言国語史研究』東京：東京堂出版．
坂本清恵（2000）『中近世声調史の研究』東京：笠間書院．
添田建治郎（1996）『日本語アクセント史の諸問題』東京：武蔵野書院．
徳川宗賢（1962）「“日本諸方言アクセントの系譜”試論─「類の統合」と「地理的分布」から見る─」『学
習院大学国語国文学会誌』6（徳川1993に再録，483－511）．
徳川宗賢（1974）「方言地理学と比較方言学」『学習院大学国語国文学会誌』17（徳川1993に再録，57－
83）．
徳川宗賢（1975）「方言の地理的分布─特に分布の内容について─」大石初太郎・上村幸雄（編）『方言
と標準語─日本語方言学概説─』東京：筑摩書房（徳川1993に再録，35－56）．
徳川宗賢（1993）『方言地理学の展開』春日部：ひつじ書房．
上野善道（1977）「日本語のアクセント」『岩波講座日本語5　音韻』281－321．東京：岩波書店．
上野善道（1984）「N型アクセントの一般特性について」平山輝男博士古希記念会（編）『現代方言学の
課題』第2巻，167－209．東京：明治書院．
山口幸洋（1998）『日本語方言一型アクセントの研究』東京：ひつじ書房．
山口幸洋（2003）『日本語東京アクセントの成立』鎌倉：港の人．
屋名池誠（2004）「平安時代京都方言のアクセント活用」『音声研究』8（2）：46－57．
木部 暢子（きべ・のぶこ）
国立国語研究所副所長，時空間変異研究系長。1998年　博士（文学）（九州大学）。
純真女子短期大学講師，福岡女学院短期大学講師，鹿児島大学法文学部教授を経て，2010年４月から現
職。
主要著書・論文：
『鹿児島県のことば』（共著，1997年）
「18世紀薩摩の漂流民ゴンザのアクセントについて─助詞のアクセントとゴンザアクセントの位置づ
け─」『国語学』第191集（1997年）
『西南部九州二型アクセントの研究』（2000年）
「比較方言学」『21世紀の方言学』（2002年）
「方言のアクセント」『朝倉日本語講座10　方言』（2002年）
「方言のしくみ　アクセント・イントネーション」『ガイドブック方言研究』（2003年）
『方言の形成』（共著，2008年）
「イントネーションの地域差─質問文のイントネーション─」『方言の発見　知られざる地域差を知る』
（2010年）
社会活動：日本語学会評議員，日本音声学会評議員，日本方言研究会世話人，日本学術会議連携会員。
